


オーナーシェフ 延時智之氏（右）、パティシエ 奈奈氏

企業
DATA

Defi Boulangerie&Patisserie

コロナ禍にオープンした飲食店

苦境での「挑戦」は
夢を継続させる力になる

千葉市中央区に 2020 年 7 月オープンしたDefi Boulangerie &  
Patisserie。店内には、センス溢れるパンとケーキが仲良く並ぶ。
コンセプトは「都内に出向かなくても、オシャレなスイーツとパン
が買える近所のお店」。商品の見た目には徹底的にこだわり、最先
端の高感度な商品を常に意識して提供している。
パンは、オーナーシェフでパン職人の延時智之氏が製造。智之

氏の妻でパティシエの奈奈氏がケーキを担当する。夫婦ともに、有
名店やフランス留学で修行を積んだ、確かな腕の持ち主。2人が作っ
た本格的なパンとケーキを同一店舗で提供できるのが、Defi の最
大の強みだ。さらに、看板商品「極上のクリームパン」のように、
互いの技術やノウハウを掛け合わせたコラボレーション商品も開
発。その独自性に加えて、インスタグラムを活用した情報発信も集
客に繋がり、近隣住民はもちろん、静岡県からもファンが訪れると
いう。

掛け合わせた夫婦2人の夢

Defi がスタートした 2020 年 7 月は、コロナ第 2 波の
真っただ中だった。多くの洋菓子店が閉店していくのを
目の当たりにし、不安もあった。しかし、かねてからの
夢だった「出店」への熱い想いと、「自分たちのパンとケー
キなら苦境を乗り越えられる」という自信が 2 人を後押
ししたという。「Defi」とはフランス語で「挑戦」という
意味。難しい時期に出店を決断した 2 人の意気込みを店
名に込めた。
開店してまもなく、感染症対策でパンを袋詰めするこ

とになった。焼き立てを提供できないもどかしさと、コ
ロナ禍ならではの難しさを感じたという。他方で、テイ
クアウトメインのビジネスモデルは時流に乗り、おうち

時間を充実させたいニーズから売上は伸びていった。
コロナ禍での出店で、「恐れずに挑戦することの大切さ」

を改めて実感したという両氏。智之氏は「一番問題なのは、
無理だと決めつけ行動しないことだと思います。逆境に
あっても、まずは『挑戦』してみることが大事。成功し
たら自身の技術や考え方が広がり、たとえ失敗しても決
して無駄ではなく、経験値が積み上がります」と話して
くれた。
これからも「常に上を目指して挑戦していきたい」と

延時夫婦は語る。経営者としても職人としても、2 人の挑
戦は続いていく。

いつでも「挑戦」し続ける姿勢

企業Interview 1

住所：
TEL：
創業：
URL：

千葉市中央区松波 1-16-11-1F
080-7597-0705
2020 年 7月
https://www.instagram.com/
defi_boulangerie_patisserie

Defi Boulangerie&Patisserie

洗練された印象の白い外壁が目印
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店主 齋藤みか氏（中央左）

企業
DATA

おおみやパンカフェは、2021年 9月、千葉市緑区の大宮インター
チェンジからすぐのところにオープンした。経営母体は、運送業や
ペットボトル再生処理業を行う株式会社松本運送。2020 年より新
業態としてパン事業を始めた同社が、所有する遊休地の有効活用を
兼ねて立ち上げたパンカフェだ。
パンを作るのは、店主の齋藤みか氏。緑区おゆみ野の住宅地に

ある行列のできる人気店「さいとうさん家のパン」の店主でもある。
カンパーニュをメインに販売、地元農家の野菜を使った新鮮なサラ
ダやスープ、ドリンクなどとともに提供する。
カンパーニュというとハードなタイプが多いが、齋藤氏の作る

カンパーニュは湯だね製法にこだわり、柔らかくモチモチとした食
感がする独特のもの。どの年代でも食べられるカンパーニュを目指
して開発した。
人を和ませるあたたかな雰囲気の店主と、素朴な味わいのカン

パーニュ、さらにパンカフェ周辺ののどかな風景も相まって、飾ら
ない癒しの空間が作り出されている。

おおみやパンカフェ
（さいとうさん家のパン）

コロナ禍にオープンした飲食店

最も難しい地点からのスタート
修正の積み重ねが勝機につながる
千葉の素朴さが詰まったパンカフェ

齋藤氏は子どものアレルギーがきっかけで、パン作
りを始めた。独学で勉強した後学校に通い、自宅前の駐
車場にコンテナを置いて卸売専門の小さなパン屋をス
タート。
人気店になってからは、JR 千葉駅周辺のデパートや駅

ナカでの販売を企画、自ら足を運んで出店までこぎつけ
た。いつからか「どうやったらお客さまに来てもらえる
のか考えるのが楽しくなった」と言う齋藤氏。「ウソのな
いパンを作ること」と「追及する気持ちを失わないこと」
を大切に、地道に努力と修正を続ける研究家だ。
現在は「おおみやパンカフェ」で 15 人のスタッフを抱

える店主に。予想外のコロナ禍でのオープンで、計画か
らオープンまでの約1年間はずっと不安定な状況下にあっ
たが、「一番難しい地点から出発したほうが、気が引き締
まって良い」と前向きに考えた。
「不安なことも多々ありますが、小さい成功や喜びを積
み重ね、大きなものを作り上げていきたいと考えていま
す。今後はリサーチ力を養い、自社商品の更なる磨き上
げを行うことで、より良いものを提供していきたいです」
と、齋藤氏は追及の手を止めない。苦境の中でも、この
粘り強い姿勢が少しずつ成功をたぐり寄せる。

地道な研究の積み重ねの先に

企業Interview 2

住所：
TEL：
創業：
URL：

千葉市緑区平山町 1854-1
070-4135-8022
2021年 9月
https://www.instagram.com/
oomiya.pan.cafe/

おおみやパンカフェ
（さいとうさん家のパン）

一番人気は「くるみ」のカンパーニュ
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全 業 種
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すべての業種において当期の業況は前期比改善するも、
来期については小売業と建設業を除き悪化すると
予想している

当期の業況DIは▲10.0と前期比17.4ポイント改善しました。
直近の緊急事態宣言解除後より新規感染者数は低位で推移しており、DI項目がプラス水準に転じる業種も多
く表れ、景気は回復傾向にあります。感染状況が落ち着いてきたことから、飲食業や宿泊業など個人消費関連業
種の景況感は押し上げられました。また、前期より問題視されてきた半導体部品の不足状況が緩和され製品の生
産量が増加したことは、景況感底上げの要因となりました。
来期予測について、業況DIは▲14.8と小幅に悪化すると見込まれており、その他DI項目についても悪化傾向に
あります。来年以降、ワクチンの３回目接種や医療供給体制の強化など、コロナ対策による新規感染者数の減少で
対面型サービスの持ち直しが期待されるほか、コロナ危機下で積み上がった過剰貯蓄の一部が消費に回ることで、
消費活動の回復ペースは来年にかけて増していくものと考えられます。また、雇用・所得環境について、給与は増加
に転じ、段階的に回復してきているものの、コロナ前の水準に戻るまでは相当な期間を要すると推測されます。一
方、今後の変異株（オミクロン株）の動向は景気を大きく左右する懸念材料となり得るため、世界の感染者数の増
減や新たな変異株の出現など感染状況に注視する必要があります。

■調査対象時期　当期（令和3年10月～12月）、来期（今後3ヶ月：令和4年1月～3月の見通し）
■調査企業先数　当金庫お取引先492社　有効回答数479社
　（内訳：製造業76社、卸売業47社、小売業109社、サービス業87社、建設業96社、不動産業64社）
■DIの説明
　DIとは、「良い」「増加」「上昇」「過剰」「楽」と答えた企業割合から「悪い」「減少」「下降」「不足」「苦しい」と答えた企
業割合を差し引いた数値のことです。「良い」には『やや良い』を含み、「悪い」には『やや悪い』を含みます。「増加」
「減少」等、他の項目も同様です。
　これら数値がプラスかマイナスか、そしてその大きさの程度によって、景気変化の方向を時系列的な推移の中
で分析することを目的としています。

　本レポートは標記時点における情報提供を目的としています。また、本レポート掲載内容は当金庫が正確性お
よび完全性を保証するものではありません。

　本調査は、当金庫お取引先のご協力を得て調査したものです。当金庫営業地域の経済動向把握と共に、地域の中
小企業の皆様に経営の参考にしていただくためにまとめたものです。

調査概要

業況

売上高

収益

販売価格

仕入価格

在庫

資金繰り

▲ 30.6

▲ 20.5

▲ 22.0

▲   3.0

8.2

▲   5.4

▲　8.4

▲ 27.4

▲ 14.0

▲ 18.0

3.1

31.6

▲   3.5

▲   8.6

▲ 10.0

1.5

▲　1.3

8.6

39.7

▲   9.0

▲   5.9

▲ 14.8

▲ 11.9

▲ 14.4

4.6

32.4

▲   9.0

▲　7.5

主要判断DIグラフ前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目
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業況   　　 売上高　　　収益



半導体不足の解消により
受注安定

製造業の当期の業況について、半導体や部品不足の解消に目処がついたことで、受注残DIは前期比24.3ポイン
ト増と大幅に上昇しました。また、原材料価格DIは17.4ポイント上昇したものの、販売価格DIも上昇したことから
資金繰りは回復傾向にあります。多くのDI項目がプラス水準に転じたことで、業況DIは大幅に改善しました。
来期予測について、変異株（オミクロン株）の感染拡大や原油価格・資材価格の高騰を懸念し、業況DIは7.9ポイ
ント悪化すると見込まれています。

製造業における経営上の問題点と重点経営施策について（複数回答）

業況
売上高
受注残
収益
販売価格
原材料価格
原材料在庫
資金繰り
設備状況

▲ 53.3
▲ 29.3
▲ 33.3
▲ 33.3
▲　5.3
9.3

▲　1.3
▲ 14.7
▲ 12.0

▲ 41.9
▲ 23.0
▲ 20.3
▲ 28.4
▲   1.4
39.2
5.4

▲ 18.9
▲ 14.9

▲　5.3
6.6
4.0
4.0
6.6
56.6

▲　2.6
▲　7.9
▲ 17.1

▲ 13.2
▲ 11.8
▲　6.6
▲ 13.2
4.0
42.1

▲　1.3
▲ 13.2
▲ 17.1

主要判断DIグラフ

製 造 業

当面の
重点経営施策

上位5項目（%）

経営上の
問題点

上位5項目（%）

前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目

・ 海外製品との競争激化しており売上減少している。（婦人靴用ヒール）
・ 半導体不足の影響から材料費が高くなっており、売上若干の増加傾向にあるも利益の確保が難しい状況。新
規設備導入を行い、商品の精度を上げることで販売価格を上げていく計画。（金属製品）
・ 為替相場、原油価格の変動に伴い、仕入価格上昇しており、販売価格への転嫁を検討しているが競合他社の様
子を確認している状況。売上は若干減少しているが利益は確保している。（集成材製造）
・ 新型コロナウイルス感染症の影響も特段なく、業況は回復傾向にある。原価の上昇についても取引先との交
渉により販売価格へ転嫁可能であり安定した経営を行える。（プラスチック繊維の加工）
・ 緊急事態宣言の解除により、飲食店からの受注や、学校給食の再開で受注量は少しずつ回復傾向にある。ま
た、物価の上昇に伴い販売価格を上昇させた。（麵類製造業）

調査員コメント
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業況   　　 売上高　　　収益

0 10 20 30 40 50 60

同業者間の競争の激化

工場･機械の狭小・老朽化

人手不足

売上の停滞・減少

原材料高

14.47
18.42

26.32
39.47
40.79

0 10 20 30 40 50 60

新製品・技術を開発する

特になし

人材を確保する

販路を広げる

経費を節減する

14.47
15.79

26.32
36.84

57.89



飲食店通常営業再開が
大きく反映

卸売業の当期の業況について、世界規模の半導体需要増は続き、緊急事態宣言解除に伴う飲食店の通常営業
再開により、業況DIは30.6ポイント改善し、売上・収益DIについても改善しプラス水準に転じました。
来期予測について、半導体メーカーを中心としたエレクトロニクス業界全体の好況が当面継続することなどが
期待されるも、変異株（オミクロン株）の感染拡大に伴う、緊急事態宣言や、まん延防止等重点措置の再発出によ
る時短営業要請は、飲食店に売り上げ減少等の影響をもたらす可能性があることから、主要DI（業況・売上高・収
益）は悪化すると見込まれています。

業況

売上高

収益

販売価格

仕入価格

在庫

資金繰り

設備状況

▲ 43.2

▲ 18.2

▲ 11.4

6.8

15.9

▲　2.3

▲　6.8

▲   6.8

▲ 47.6

▲ 16.7

▲ 16.7

11.9

33.3

4.8

▲   4.8

▲   7.1

▲ 17.0

17.0

17.0

17.0

36.2

2.1

8.5

▲ 10.6

▲ 27.7

▲ 25.5

▲ 27.7

6.4

19.2

▲　2.1

6.4

▲   2.1

主要判断DIグラフ

卸 売 業

前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目

・ 成田空港内売店、ホテルの売店に卸売をしているが旅客が大幅減少しており、売上減少が続いている。（食品
卸売販売）
・ クリスマスや年末年始にかけ物販イベント等により売上が見込める時期だが、オミクロン株の影響等あり、
適正な在庫管理が難しい。（宝飾品）
・ 販売先の見直し、経営効率化を図り、業績改善傾向にある。原油価格高騰による仕入単価が増加したものの柔
軟な対応をしている。（給食用食品）
・ 年末から年明けが繁忙期であり、新型コロナウイルス感染症の影響立ち直りつつある。
 仕入価格が高騰しているが産地変更等で対応策を講じている。（海苔）
・ 補助金利用により飲食店を開業。利益率アップを期待している。（魚介類）
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卸売業における経営上の問題点と重点経営施策について（複数回答）

当面の
重点経営施策

上位5項目（%）

経営上の
問題点

上位5項目（%）

調査員コメント
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前 期前年同期 当 期 来 期（予測）

業況   　　 売上高　　　収益

0 20 40 60 80

人手不足

利幅の縮小

仕入先からの値上げ要請

同業者間の競争の激化

売上の停滞・減少

12.77
17.02
21.28
21.28

42.55

0 20 40 60 80

品揃えを充実する

提携先を見つける

情報力を強化する

経費を節減する

販路を広げる

19.15
25.53
25.53

36.17
70.21



購買機会増加、
テイクアウト需要も堅調

小売業の当期の業況について、緊急事態宣言の解除により、テレワークから徐々にオフィスワークへと戻ること
で会社員の購買機会が増え、“テイクアウト需要”は引き続き堅調に推移していることから、業況・売上高DI項目は
改善しました。また、仕入価格DIの上昇について、販売価格への転嫁や経費削減などで対応している企業が多くい
ることから、収益DIについても改善しました。
来期予測について、変異株（オミクロン株）の感染拡大に伴う経済活動の制限を懸念し、主要DIは悪化すると見
込まれています。

小 売 業
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・ 少子化により学生服、学用品の需要が減少。（衣料品販売）
・ 和菓子をメインに取り扱っているが若者の支持が薄く、新規顧客がなかなか獲得できない状況。（お菓子販
売）
・ ガソリン価格高騰しており、価格設定に苦戦している。（石油製品）
・ 新型コロナウイルス感染症の影響や商圏人口の減少により売上減少傾向。新たに冷蔵車を導入し、移動販売
を行うことで売上の維持に努める予定。（食料品販売）
・ 新型コロナウイルス感染症の影響で半導体が不足しており、新車の納車が大幅に遅れていることで中古車需
要が増えている。（中古自動車販売）

調査員コメント

業況

売上高

収益

販売価格

仕入価格

在庫

資金繰り

設備状況

▲ 36.3

▲ 39.2

▲ 38.2

▲   6.9

6.9

▲　1.0

▲ 17.6

▲ 19.6

▲ 37.4

▲ 22.2

▲ 25.3

▲   3.0

24.2

5.1

▲   9.1

▲ 14.1

▲ 27.5

▲ 14.7

▲ 13.8

14.7

29.4

▲　1.8

▲   9.2

▲ 15.6

▲ 30.3

▲ 21.1

▲ 21.1

14.7

31.2

▲   4.6

▲ 10.1

▲ 12.8

主要判断DIグラフ前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目

小売業における経営上の問題点と重点経営施策について（複数回答）

当面の
重点経営施策

上位5項目（%）

経営上の
問題点

上位5項目（%）

20

10

0

▲10

▲20

▲30

▲40

▲50

▲60

R4.1～4.3R2.10～2.12 R3.1～3.3 R3.4～3.6 R3.7～3.9 R3.10～3.12
前 期前年同期 当 期 来 期（予測）

業況   　　 売上高　　　収益

0 2010 30 40 50

人手不足

大型店との競争の激化

仕入先からの値上げ要請

同業者間の競争の激化

売上の停滞・減少

15.60
17.43
18.35

32.11
35.78

0 2010 30 40 50

人材を確保する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを改善する

経費を節減する

12.84
22.94

33.03
33.94

44.04



行動規制緩和により
主要DI大幅改善

　サービス業の当期の業況について、緊急事態宣言解除に伴い行動規制が緩和され、対面サービスの持ち直しや
リアルイベントの実施により、主要DIは大幅に改善しました。
　来期予測について、県民割等、行政による施策はあるものの、変異株（オミクロン株）の発生、年末年始における
人流増加による新型コロナウイルス感染再拡大の懸念から、主要DIは再び悪化すると見込まれています。

サービス業

・ 人流がやや活発になり、整備の受注においては回復傾向にあるものの、半導体不足の影響等から自動車の販
売がほとんどなく売上減少が続いている。（自動車整備）
・ 新型コロナウイルス感染症の変異株発生に伴い、再び入国制限の厳格化が生じており、安定した留学生の受
入ができていない状況である。（語学教育）
・ 新型コロナウイルス感染症の影響は少なく、業況に変化は無かったが、ガソリン価格の高騰により今後影響
が出てくるものと考えられる。（一般貨物運送）
・ 新型コロナウイルス感染症が一時的に落ち着いた中で、前期に比べ売上増加。材料が高騰している中であっ
ても仕入先の変更は付き合いの中で難しいため、経費削減に努め最終利益確保を目指す。（葬祭業）
・ 新型コロナウイルス感染症の影響は多大で外因的な要素にて終息を待つことが現在のところの対応であり
辛抱を強いられている。宣言解除後は徐々に観光客も増えており、お正月の参拝客に期待している。（旅館業）

7

調査員コメント

業況

売上高

収益

料金価格

材料価格

資金繰り

設備状況

▲ 39.3

▲ 22.6

▲ 23.8

▲   1.2

2.4

▲ 11.9

▲   2.4

▲ 37.2

▲ 20.9

▲ 22.1

▲   2.3

12.8

▲ 16.3

▲ 15.1

▲ 21.8

▲　4.6

▲　3.5

▲   3.5

26.4

▲ 11.5

▲　9.2

▲ 26.4

▲ 14.9

▲ 14.9

▲　5.8

16.1

▲ 16.1

▲ 12.6

主要判断DIグラフ前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目

サービス業における経営上の問題点と重点経営施策について（複数回答）

当面の
重点経営施策

上位5項目（%）

経営上の
問題点

上位5項目（%）

0 2010 30 40 6050

人件費の増加

材料価格の上昇

同業者間の競争の激化

人手不足

売上の停滞・減少

12.64
19.54
22.99

29.89
52.87

0 2010 30 40 6050

宣伝・広告を強化する

教育訓練を強化する

販路を広げる

人材を確保する

経費を節減する

14.94
16.09

33.33
34.48

52.87

20

10

0

▲10

▲20

▲30

▲40

▲50

▲60

R4.1～4.3R2.10～2.12 R3.1～3.3 R3.4～3.6 R3.7～3.9 R3.10～3.12
前 期前年同期 当 期 来 期（予測）

業況   　　 売上高　　　収益



ウッドショックの影響による
材料価格高騰は続く

建設業の当期の業況について、新型コロナウイルスの感染者数減少に伴い、徐々に現場が動き始め、公共工事
も年末にかけて増加していることもあり、業況DIは10.5ポイント改善され、売上高DIはプラス圏内まで上昇しま
した。一方で、丸太の国内価格が5割上昇するなど、木材・鉄鋼や石油製品の価格上昇は深刻化しています。
来期予測について、新型コロナウイルスが終息に向かえば、ウッドショックによる材料費高騰も収まるだろうと
いう期待感から業況DIは上昇し、材料価格DIは下降すると見込まれています。

業況
売上高
受注残
施工高
収益
請負価格
材料価格
在庫
資金繰り
設備状況

▲ 11.5
▲   1.0
▲   6.3
▲   1.0
▲   7.3
▲   2.1
10.4

▲   1.0
▲   1.0
▲   3.1

▲ 11.5
▲   5.2
▲ 11.5
▲   9.4
▲ 13.6
4.2
46.9

▲   2.1
▲   7.3
▲　5.2

▲　1.0
1.0
10.4
0.0

▲　8.3
2.1
53.1

▲   5.2
▲ 11.5
▲   4.2

5.2
1.0

▲　2.1
0.0

▲　6.3
▲　6.3
39.6

▲　3.1
▲   7.3
▲   3.1

主要判断DIグラフ

建 設 業

前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目

・ 新型コロナウイルス感染症の影響で企業が設備投資しない傾向にあり売上減少。材料価格が上昇しているこ
とから売上、利益共に減少となった。（建築板金業）
・ ウッドショックの影響により材料費高騰。工法を変更して建築の遅れが生じないように取り組んでいる。（住
宅建築販売）
・ 安定した受注を確保できているが人手不足により外注依存が増加している。来年以降も材料価格が上昇する
ことが予測され、引き続き販売価格に転嫁していく。（足場、塗装工事）
・ 公共工事が年末にかけて増加しており、受注状況良好。しかし、木材等原材料の仕入値上昇しており今後が心
配である。（土木工事一式）
・ 成田市、千葉市内の公共工事の受注は安定して確保している。資金繰りも問題なく、業況堅調に推移している
が一部電機資材が海外からの納品が遅れている状況である。（電気設備設計施工）

8

建設業における経営上の問題点と重点経営施策について（複数回答）

当面の
重点経営施策

上位5項目（%）

経営上の
問題点

上位5項目（%）

調査員コメント

20

10

0

▲10

▲20

▲30

▲40

▲50

▲60

R4.1～4.3R2.10～2.12 R3.1～3.3 R3.4～3.6 R3.7～3.9 R3.10～3.12
前 期前年同期 当 期 来 期（予測）

業況   　　 売上高　　　収益

0 2010 30 40 6050

下請けの確保難

同業者間の競争の激化

売上の停滞・減少

人手不足

材料価格の上昇

13.54
21.88
25.00

36.46
52.08

0 2010 30 40 6050

情報力を強化する

技術力を高める

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

20.83
28.13
30.21

43.75
51.04



販売状況良好も、
商品仕入に苦戦

不動産業の当期の業況について、不動産の販売状況が良好であり、主要DIはすべてにおいて上昇しました。一
方で、商品物件仕入については苦戦を強いられており、在庫の不足感はより一層高まりました。
来期予測について、優良商品（土地、建物）の不足により在庫DIは慢性的に毀損しており、在庫の不足感は今後
も続くものと見込まれています。また、優良商品を求める事業者が多くなることで、より価格競争が激化し、仕入
価格DIも上昇すると予測されています。

業況

売上高

収益

販売価格

仕入価格

在庫

資金繰り

▲　3.2

▲　7.9

▲   9.5

▲   4.8

7.9

▲ 33.3

6.3

10.2

8.5

5.1

18.6

35.6

▲　42.4

11.9

21.9

20.3

14.1

20.3

37.5

▲ 54.7

7.8

4.7

▲   1.6

▲　6.3

17.2

43.8

▲ 51.6

4.7

主要判断DIグラフ

不 動 産 業

前年同期
R2.10~
R2.12

前期
R3.7~
R3.9

当期
R3.10~
R3.12

来期(予測)
R4.1~
R4.3DI項目

・ 不動産価格の上昇により仕入に苦戦している。今後は良い物件については多少相場より高い価格であっても
仕入していく計画。（土地売買）
・ 商品が不足している状態は変わっていない。当社の方針として無理して仕入を行わず良好な商品が出るまで
は仲介を中心に営業していく。（土地販売）
・ 不動産の販売状況良好であるものの、在庫不足により、早期の仕入が必要である。（不動産売買）
・ 中古住宅の需要は増加している様子。しかし、商品物件が不足している状況。（不動産販売業）
・ 不動産賃貸については安定した収入を確保できており業況は懸念ないとのこと。反面、商品物件を購入でき
ていない状況であり、物件情報の提供を求めている。（不動産業）
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不動産業における経営上の問題点と重点経営施策について（複数回答）

当面の
重点経営施策

上位5項目（%）

経営上の
問題点

上位5項目（%）

調査員コメント

0 20 40 60 80

売上の停滞・減少

利幅の縮小

同業者間の競争の激化

商品物件の高騰

商品物件の不足

12.50
23.44
28.13

53.13
73.44

40

30

20

10

0

▲10

▲20

▲30

▲40

R4.1～4.3R2.10～2.12 R3.1～3.3 R3.4～3.6 R3.7～3.9 R3.10～3.12
前 期前年同期 当 期 来 期（予測）

業況   　　 売上高　　　収益

0 20 40 60 80

特になし

宣伝・広告を強化する

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

17.19
23.44
28.13

35.94
65.63



2022年（令和4年）の経営見通し特別調査

10

貴社では、2022年の日本の景気を
どのように見通していますか。
［有効回答数：477件/単数回答］

1
貴社では、2022年の自社の業況（景気）を
どのように見通していますか。
［有効回答数：477件/単数回答］

2

2022年において貴社の売上額の伸び率は、
2021年に比べておおよそどのくらいになると
見通していますか。
［有効回答数：478件/単数回答］

3
貴社では、自社の業況が上向く転換点を
いつ頃になると見通していますか。
［有効回答数：474件/単数回答］

4

様々な分野で原材料・仕入価格の上昇が経営上の問題となっていますが、
貴社ではどのような対応を取っていますか。
［有効回答数：670件/複数回答（最大3つまで）］

5

0 50 100 150 200 250

3年超

2年後

3年後

業況改善の見通しは
立たない

6か月以内

すでに上向いている

1年後

26

53

59

67

68

83

118

0 50 100 150 200 250

非常に悪い

悪い

やや悪い

普通

やや良い

良い

非常に良い

6

75

180

156

46

12

2

0 50 100 150 200 250

非常に悪い

悪い

やや悪い

普通

やや良い

良い

非常に良い

6

45

140

216

56

13

1

0 50 100 150 200 250

30％以上の減少

20～29％の減少

10～19％の減少

10％未満の減少

変わらない

10％未満の増加

10～19％の増加

20～29％の増加

30％以上の増加

9

10

32

74

205

92

41

12

3

0 50 100 150 200 250

仕入の中止

その他

代替品の確保

生産性の向上（システム投資など）

仕入の削減（生産・販売量の調整）

製品・商品・サービスの見直し

仕入先・仕入方法の変更

特に対応はしていない

販売価格に転嫁できている・仕入価格は上がっていない

経費の削減

3

10

29

37

46

67

81

99

108

190






